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Special Thanks to @zerosylph
このページに載っているの（書籍）は自動的に入ってくるから、選書の時間が
短縮できるじゃないですか、コスト削減できるじゃないですか
TRC:「自動的に図書館に本が納品される新刊急行ベルは、図書館の選書の自由を奪うものだ！」と
いう外部からの批判に対して反論
TRCへの調査における発言（抜粋）
（新刊急行ベルを）時々勘違いして、TRCは選書権を奪うんだなんて
おっしゃってる人が多いんですけども大いなる勘違いで（笑）
インタビュー内の「選書代行」という言葉に反応
今まで聞いていただいた中で選書の代行というのは一切やっていない
新刊急行ベルは近いといえば近いけど、コアなところを揃えてるだけで
あって、「コースに入ってください、便利ですよね」と言っているだけ
…まあ、なかなか難しい
TRCの将来的なねらいとは…？？？
筆者（木下）が2008年度群馬大学社会情報学部卒業論文で行った調査
（群馬県内公共図書館全38館中37館）
⇒ 群馬県内の公共図書館に、選書をする際の問題点を質問（訪問面接法によるアンケート調査）
図書館：TRCに対する要望が存在
新刊案内のみ
だと内容が把
握しきれない
（カタログだと内容
の詳細がわからな
いから）中身を見て
吟味したい
数行の内容紹
介では内容が
把握しきれない
※いずれもTRC新刊案内を利用している図書館の声
「図書館のために事業を行っている」TRCの意図が、新刊案内の実際の
使われ方によっては活かされていない公共図書館もあるのでは？
100文字程度より
もっと長い内容紹介が
ほしい
（TRCのねらいと
相反する要望）
実物を入手して中身を
吟味したいが，それを
行う時間はない
（TRCのねらい
＋αの要望）
TRCはどんな意図で
図書館に本を送り出し
ているのか？
TRCの新刊案内で、
公共図書館の選書
の大部分がサポート
できるとTRCは捉え
ている？
TRCの新刊案内は
公共図書館にとっ
てどんな存在？
選書に用いる新刊案内が図書館のなかでどのような機能を持つのか見たい！
新刊案内依存による選書能力の不足？ 新刊案内の存在による「環境管理型権力」？
→TRCと図書館にそれぞれインタビューしてみよう！
【出発点】 日本の公共図書館の多くがTRCの選書ツールを
何らかの形で利用している
問題意識
新刊案内って全点載ってるから
そうすると、長い文章だと読まなきゃ
いけない
1週間に1000冊も載ってる新刊案内、それ全部
読んでたらへとへとになりますよね
※インタビューより抜粋
TRC：図書館のことを考えてMARCと新刊案内を作成していると主張
コンパクトにわかるようにしてあげようっていう
ことで、そういう(100文字程度の)内容紹介を
入れてます。
内容紹介を例にとると・・・
TRCと、図書館への調査からの発見
TRCの意図と図書館からの要望との間に
齟齬，あるいは＋αの要望が生じている
部分があぶり出された
